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すべての人が幸せに暮らせる〝まちづくり〟

おおたの福祉

※このマークがついている
事業は赤い羽根共同募金
が活用されています
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皆さまといっしょに歩んで
法人化50周年

マスコットキャラクター
「タッチィ～」

みんなの“やさしさ”があつまった　あたたかい募金
―赤い羽根共同募金運動にご協力ありがとうございました―

10月１日に道の駅ひたちおおたなど
市内７か所で、ボランティア・福祉団体
や学生ボランティアの皆さんと力を合わ
せて街頭募金活動を行いました。多くの

方々から、たくさんの
“やさしさ”をお寄せ

いただきま
した。

―街頭募金活動を行いましたー



皆さまといっしょに歩んで
法人化50周年

「ささえあって笑顔で暮らすために」
　地域共生推進フォーラムを開催しました

11月５日

市民交流センター

パルティホール

－赤い羽根共同募金－じぶんの町を 良くするしくみ。

常陸太田の魅力を再発見！

第73回 茨城県社会福祉大会第73回 茨城県社会福祉大会

社会福祉に貢献された方々が顕彰されました
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おめでとうございます

新年のご挨拶
社会福祉法人 常陸太田市社会福祉協議会　会長　石川　八千代

新年あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに輝かしい新春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
旧年中は、本協議会の事業運営・活動に対しまして、格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼
申し上げます。

近年、コロナ禍や少子高齢化、核家族化の急速な進展、地域や社会とのつながりの希薄化などにより、社会的孤
立、生活困窮など福祉課題や生活課題は多様化し、複雑化・深刻化しています。
こうした中、国においては、全世代対応型の持続可能な社会保障制度の構築を図り、一人ひとりが豊かさを実感
できる「地域共生社会」の実現に向けて取り組みを進めています。
本協議会といたしましても、コロナ禍などの厳しい状況や社会の変化に適切
に対応し、地域で暮らす全ての方が、住み慣れた地域で安心して暮らせる「地
域共生社会」の実現のため役職員一同一丸となって取り組んでまいりますので、
引き続きまして、皆様方のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
結びに、皆様にとりまして希望の満ちた素晴らしい一年になりますことをご
祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

10月26日、ザ・ヒロサワ・シティ会館で「第73回
茨城県社会福祉大会」が開催され、長年にわたり社会
福祉に貢献された県内806個人・団体が顕彰されまし
た。本市からは次の皆さんが受賞されました。おめで
とうございます。� （敬称略・順不同）

茨城県知事表彰
【施 設 職 員】　小田部 和子
【施 設 役 員】　関山 巖雄、小川 真一、西澤 康夫、

川又 幸子、萩野谷 圭子、根本 久美子、
冨岡 正美、増田 幸子、黒須 美惠子、
相原 早苗、新井 英靖

【ボランティア】　常陸太田市シルバーリハビリ体操指導士会、
カ・プアナニフラ・オハナ

茨城県社会福祉協議会会長表彰
【民生委員・児童委員】　大金 隆子
【施 設 職 員】　石﨑 睦美、久保田 円美、

中村 美佐江
【ボランティア】　大平いきいき健康サロン会、

大里一なでしこ会

茨城県共同募金会会長表彰
【共同募金運動奉仕者】　相原 正夫、猪又 強、志賀 正義

この度は、社会福祉法人やまぶきの里の役員11名が
茨城県知事表彰を、障害者支援施設ピュア里川の職員２名
が茨城県社会福祉協議会会長表彰を拝受いたしました。
私も役員の一人として、県知事表彰の栄に浴しました。
ありがとうございます。この受賞は、私どもにとって大
きな喜びと誇りでございます。
法人設立20年、施設開所18年になりますが、この間、
行政関係の方々をはじめ、地域の皆さま、ご利用者ご家
族さま、沢山の方々に支えられ障害福祉に携わることが
できました。何よりも利用者さんたちの笑顔に力を頂き、
この歩みが受賞に繋がったと感じております。
この受賞を機に新たな気持ちで初心を忘れず、地域福
祉の向上と障害福祉サービスの提供に邁進してまいりた
いと存じます。ありがとうございました。

 茨城県知事表彰
 川又 幸子 様（社会福祉法人やまぶきの里）

この度は、茨城県社会福祉協議会会長表彰を頂くこと
ができ、会員一同、心より喜んでおります。これも大里
一町会長、町会の役員の方、また、健康体操の指導員の
方、地域の皆様方のご協力により受賞することができた
と思います。
私たちのスローガンである「譲り合う心 助け合う力」
をもって地域社会へ貢献していく決意を新たにいたしま
した。
今後５～10年先を見極め、会員（協力者）の若返り
をはかり、市社協のご指導をいただきながら、会員と共
にボランティア活動を続けられたら幸いです。
最後になりますが、この度の受賞、心より感謝いたし
ます。ありがとうございました。
「譲り合う優しい心　助け合う逞しい力　今日も一日ガンバロー」

 茨城県社会福祉協議会会長表彰
 大里一なでしこ会 様

2 No.169 社協とは社会福祉協議会の略称です
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「超高齢化社会が進む中、支え合って笑顔で暮らしていくためにはどうすればいいのか」を
テーマとして前半は、市内における支え合い活動の紹介で、会員制の有償サービス「ほのぼ
のおおた」、町会単位で活動するふれあいサロン活動団体「山下なかよし会」、日常生活に必
要な動作を維持向上させる体操について指導・普及を行う「シルバーリハビリ体操指導士会」

に登壇いただき、各団体の具体的な活動内容に
ついて発表がありました。
後半は、特別講演としてジャズシンガーの綾
戸智恵さん「愛する家族、母の介護～ひとりで
抱え込まないために～」と題して、家族介護へ
の向き合い方や人生観などについてご講演いただきました。
社会福祉協議会ではこれからも、「身近な地域」で「誰でも」「楽しく」
社会参加できる仕組みづくりを皆さまと一緒に取り組んでいきます。

「常陸太田市の魅力を発信したい」「常陸太田市を盛り上
げたい」若者を対象として、プロから撮影技術を学ぶ「若
者地域デビュー講座」を11月25日に開催しました。
当日は高校生・大学生９名が、フォトグラファー木下星

す

集
ばる

さんから、SNSや広報紙で映える写真撮影について講義が

10月１日からスタートした赤い羽根共同募金運動。市民、学校や企業、
公官庁、福祉施設などの皆さんには、たくさんの“やさしさ”をお寄せ
いただきありがとうございました。
この募金は、市内で行われるさまざまな福祉事業をはじめ、サロン活
動支援、生活困窮者支援にも活用される予定です。
戸別募金などのご報告は、おおたの福祉№170号（令和６年３月発行号）
に掲載いたします。長年の共同募金運動に尽力された

功績に対して中央共同募金会より
石井勝三さん（木崎一町会長）が表彰
されました。
おめでとうございます。

学校での募金活動イベントでの募金啓発活動

中央共同募金会
会長表彰を受賞

あり、午後は市内でフィールドワークを行い、
心を動かす・笑顔にすることができる写真
の撮り方について、実践を通じ学びました。
当日の参加者の写真はこちらのQRコード
から見ることができます !!

3No.169社会福祉協議会は社会福祉活動を推進することを目的とした非営利の民間組織です



部ひろば
機 初 支

部

佐 都 支
部

世 矢 支
部

郡 戸 支
部

染和田支
部

支
市内 19地区に設置している社協支部で取り組んでいる地域福祉の活動をご紹介します！

ふれあいの輪を

 ひろげる

サロン運営者研修会を開催しました

11/14 金砂郷支所分館・12/11 総合福祉会館

４年ぶりのサマーフェスティバル開催

「茶論会」でお出かけしました。

７月30日、夕日に照らされた会場に320余名の老若男女
が集まり始め午後６時から三才太鼓の勇壮な演奏で開会とな
りました。ポップコーンに行列ができ、スイカ割り・水鉄砲
体験では笑顔と歓声でいっぱいになりました。紙飛行機競技
大会では、高齢の方々の指導により 10メートル以上飛ばし

た小学生が優
勝しました。
また、豪華景品のビンゴ大会は、熱気と歓喜の渦に包
まれ、花火大会でフェスティバルの幕を閉じ、楽しい
夏の思い出の日となりました。

10月５日、民生委員の協力のもとひとり暮らし高齢者を
対象とする移動「茶論会」を久々に実施しました。

目的地は、「アクアワールド大洗」。館内は広いので心配す
る声もありましたが、童心にかえって楽しんでもらおうと計
画しました。当日は、

幼稚園児や小学生に混じって迫力ある水槽を満喫し、最後はア
シカやイルカのショーを見て見事な演技に拍手しました。

帰りのバスの中、参加された方々からは「参加してよかった。」
「お弁当も美味しかった。」などの声が聞かれ、笑顔に包まれた
一日となりました。

三世代交流会「真岡鐡道SLの旅」を開催しました
今年度の三世代交流会は、佐都公民館

と共催で「真岡鐡道SLの旅」を企画す
ることになりました。小さなお子様から
高齢者の方まで、100名を超える参加者
が集まり、久しぶりに地域の方が集まる
行事を運営することができました。
「なかがわ水遊園」は、珍しい生き物がたくさん展示されていて、水槽に手を入れることもでき、

楽しい時間を過ごすことができました。真岡鐡道は、身近に見るSLの蒸気の迫力に圧倒され、１時
間ほどの乗車時間が短く感じたほどでした。

三世代で過ごした秋の一日は、忘れられない思い出になったことと思います。
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令和５年度からの活動計画に従い、「やさしいまち郡戸」をスローガンにさまざまな取り組みを実
践しています。町会毎にサロン会や健康教室などの開催、地区全体としては、新たな行事として、地
域の名人から学ぶ機会を計画し、今年度は、しめ縄・門松の作り方を学びました。また、運営委員に
よる先進地研修視察を３
年ぶりに開催し、つくば
方面に行ってきました。
今後も人と人、人と地域
のつながりをつくる事業
を継続していきたいと考
えています。

今年のてくてくウォークの舞
台は中染町。染和田地区の皆さ
んと一緒におしゃべりしながら
歩くことで交流し、健康維持・
増進をはかり、史跡や文化財を
探訪します。地元の有志案内人
が各所を詳しく説明し一層楽し
めました。一同にいい汗をかい
てリフレッシュできたと思いま
す。散策後は、各自が持参した昼食と補食の豚汁をみんなで食べてランチタイム。最後にゲームやお
楽しみ抽選会が行われ、豪華景品が次から次と当たり参加者は笑顔いっぱいでした。

ふれあいサロン運営者を対象にレクリエーション協会 石井紘治さんの「楽しく物作り」、レクリエー
ション用具の紹介と体験を行いました。今年はさらに難易度の高い折り紙万華鏡を作成しましたが、

「サロン会でも作ってみたい！」との声も聞かれ皆さん交流を深めながら楽しい時間を過ごしました。

地域福祉活動計画の実践に向けて

第４回「てくてくウォーク　染和田」開催 !!

支部運営委員研修会（防災科研）

名人に学ぼう〝門松、しめ縄づくり〟
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